
〒600-8216　京都市下京区西洞院通塩小路下る
　　　　　キャンパスプラザ京都
　　　　　※月曜日は休館日です。
http://www.consortium.or.jp/

TEL 075-353-9140
FAX 075-353-9121

●お問い合せ先

「京都学講座」では、生涯学習科目
として受講生により身近で、奥深い
話題を提供すべく「京のみち  ある
き」というテーマで実施いたします。
“何か”が通る道という概念で３つの
道「道路・鉄路・水路」に焦点をあて、
時間軸で辿る道・道の歴史・地域の
歴史的視点などから“京都らしさ”を
明らかにし、その魅力を紐解いて
いきます。

何かがとおる京のみち。それは人の足跡、電車の音、川の流れ。
何処にでも京の歴史がよみがえる。

受講生募集について
■受講申込について

（1）事前申込にて全10回分の受講申込を受付いたします。
定員に満たしていない場合のみ、当日受付をいたします。
（定員250名）

（2）実地講座（11月6日・20日）は、事前申込にて全10回分の受講申込をされ
た方のみを対象に受付いたします。実地講座の申込方法につきましては、
「受講可否通知」にてお知らせいたします。
（希望者多数の場合は、抽選とします。）

■開催日時・開催場所

■講座紹介

●郵送の場合：
  3月11日（金）～3月26日（土）《必着》
●持込の場合：
  3月19日（土）～3月26日（土）
  《3月21日（月）は休館日のため受付をしません》
  （注1）持込時の受付時間：9時～17時
  （注2）持込時の受付場所：キャンパスプラザ京都1階

受講の可否については、3月26日の申込締切後、選考を行い、4月中に受講可
否通知を郵送いたします。
（応募者が定員を超過した場合は、抽選とします。）

■受講申込受付期間

■申込先

■受講可否通知

■受講手続

■受講料
全10講座　10,000円（税込）
当日受付については、1講座につき1,500円（税込）
（ただし、当日受付については、定員に満たしていない場合のみ受付）
※大学コンソーシアム京都加盟大学・短期大学の正規学生（大学院生・専攻科生
除く）、放送大学京都学習センター全科履修生については、受講料を無料と
します。ただし、通信教育課程の学生、科目等履修生、聴講生は受講料が必要です。
●実地講座
　11月  6日 定員25名（参加費：無料）
　11月20日 定員50名（参加費：別途  3,900円 税込）

■個人情報の取扱いについて
個人情報は事務局が責任をもって管理し、受講に関する書類送付や講座運営、
ならびに公益財団法人 大学コンソーシアム京都が主催する催事等のご案内以
外には使用いたしません。

■受講に係る注意事項

■受講申込方法

６月26日（日）第四回

異界への道 ～旧五条大路を歩く～
五島　邦治 氏　京都造形芸術大学　客員教授

７月３日（日）第五回

都市内公共交通機関としての市電の役割
井上　学 氏　　平安女学院大学国際観光学部　講師

11月６日（日）実地講座

疏水歴史めぐり ～疏水にかけた期待と疏水の実際～
原田　敬一 氏　佛教大学歴史学部　教授

７月10日（日）第六回

舞鶴軍港への鉄路
松下　孝昭 氏　神戸女子大学文学部　教授

10月16日（日）第七回

角倉了以と高瀬川
勝矢　淳雄 氏　京都産業大学理学部　教授

10月23日（日）第八回

保津川の綱道 ～船を曳き上げた道～
鵜飼　均 氏　　亀岡市教育委員会社会教育課　主任

10月30日（日）第九回

琵琶湖疏水　神話の検証
原田　敬一 氏　佛教大学歴史学部　教授

11月13日（日）第十回

京の地中を流れる水
八木　透 氏　　佛教大学歴史学部　教授

11月20日（日）実地講座

保津川下り ～船を曳き上げた綱道を辿る～
鵜飼　均 氏　　亀岡市教育委員会社会教育課　主任

2011年6月5日（日）～11月13日（日）14時～15時30分
【実地講座は、11月  6日（日）13時30分～15時30分、
　　　　　　11月20日（日）13時～16時】

キャンパスプラザ京都4階  第2講義室
【実地講座は、11月  6日（日）疏水歴史めぐり（山科周辺）、
　　　　　　11月20日（日）保津川下りを開催】
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■京
みやこ

カレッジ会員特典
京
みやこ

カレッジ科目の受講を許可され

た皆様は、「京
みやこ

カレッジ会員証」を

用いて大学コンソーシアム京都

の加盟大学・短期大学の一部の

図書館が利用できます（詳細は

2011年度京
みやこ

カレッジ生募集ガイド

をご参照ください）。

受講申込受付期間中に、下記の書類（出願用紙、顔写真〈縦3cm×横2cm〉1枚）
を郵送または窓口までご持参ください。
※お手元に下記書類をお持ちでない方は、2011年度『京

みやこ

カレッジ生募集ガイド』を
入手してください。

（1）「2011年度　京
みやこ

カレッジ出願用紙」
氏名（フリガナ）・性別・生年月日・職業・現住所・緊急連絡先（勤務先等）・出願
希望大学・科目番号・科目名・講座種別を必ずご記入ください。
（注1）出願希望大学欄には、「大学コンソーシアム京都」とご記入ください。
（注2）科目番号には、「M004」とご記入ください。
（注3）科目名には、「京都学講座『京のみち あるき～道路・鉄路・水路をたどって～』」
　　  とご記入ください。
（注4）講座種別は、「京都力養成コース」に○をご記入ください。

（2）「京
みやこ

カレッジ会員証用顔写真（縦3cm×横2cm）1枚」
（3）学生証のコピー（大学コンソーシアム京都の加盟大学、短期大学の正規

学生のみ）

〒600-8216　京都市下京区西洞院通塩小路下る   キャンパスプラザ京都

（公財）大学コンソーシアム京都　教育事業部（京
みやこ

カレッジ担当）宛
※郵送の場合は専用の封筒をご利用ください。（専用の封筒がない場合は、市販の
封筒に上記の送付先をお間違えないようご記入ください。）

受講が許可された方には、受講料の支払方法についても併せてご連絡いたしま
す。受講料を納入された方には、「京

みやこ

カレッジ会員証」（又は仮会員証）を郵送い
たしますので、毎回講座を受講する際は、必ずご持参ください。 ６月19日（日）第三回

京の「七口」を考える ～「京都」の範囲と出入り口の変遷～
中村　武生 氏　立命館大学　非常勤講師

天候等やむを得ない事情により、講座が中止もしくは延期となる場合がございま
す。あらかじめご了承願います。詳細は2011年度『京

みやこ

カレッジ生募集ガイド』
（3月11日発行予定）をご参照願います。

６月12日（日）第二回

近代京都の道路と前近代のみち
伊從　勉 氏　　京都大学大学院人間・環境学研究科　教授

発行　京都市総合企画局市民協働政策推進室　　京都市印刷物　第224618号

６月５日（日）第一回

新京極通ができるまで
河原　典史 氏　立命館大学文学部　准教授

～平安京から
   秀吉の京都改造を経て～

2011年度 京
みやこ

カレッジ  京都力養成コース「京都学講座」

「京のみち 
     あるき 」～道路・鉄路・水路をたどって～

「京のみち 
     あるき 」～道路・鉄路・水路をたどって～

2011年度 京
みやこ

カレッジ  京都力養成コース「京都学講座」



７月10日（日）第六回

舞鶴軍港への鉄路

松下 孝昭 氏
神戸女子大学  文学部
教授

◆講座概要
京都では、官設鉄道として東海道線が完成したの
に続き、舞鶴への鉄道の敷設が焦点となった。維
新後の市勢の衰退を挽回するための京都振興策
として、1890年代にしきりに喧伝され、激しい誘致合
戦のすえ、京都鉄道会社による私鉄線として建設
が始まる。他方、舞鶴には海軍の軍港が置かれ、
国防政策上からも、鉄道の敷設は焦眉の急となっ
た。このように、京都～舞鶴間の鉄道は、経済史の
みならず、都市史や軍事史の面からも見ていく必要
がある。今回は、とりわけ明治期における軍都・軍
港の全国的配置と鉄道ネットワークという大きな視
点の中に位置づけつつ、日露戦時中に舞鶴まで鉄
路が通じる過程を論じていきたい。

◆略歴
1958年大阪市生まれ。京都大学文学部卒業。京
都大学大学院文学研究科博士課程修了。
1995年神戸女子大学文学部講師。2006年から
現職。近代日本政治史を専攻。
著書に『近代日本の鉄道政策』、『鉄道建設と地
方政治』（ともに日本経済評論社）、『京都市政史』
（共著）など。

まつ した　 たか あき

10月16日（日）第七回

角倉了以と高瀬川

勝矢 淳雄 氏
京都産業大学  理学部
教授

◆講座概要
角倉了以は大堰川の開削に引き続き、大阪との物質の流通を
円滑にするため、木屋町二条と伏見掘詰間におよそ10キロの人
工河川である高瀬川を開削した。これで京都は伏見から淀川を
通じて大阪とつながった。高瀬川の舟運で京都の物価が下が
り、庶民は喜んだという程の大きな影響を与えた。江戸に政治の
中心が移ったが、日本の中心として京都は再び活気を取り戻し
た。角倉了以の人となりとともに高瀬川の開削を考えてみたい。

◆略歴
1941年東京都生
1964年京都大学工学部卒業
1969年京都大学大学院工学研究科博士課程
 修了（工学博士）
1969年京都産業大学教養部講師、助教授、教授を
 歴任
 現在、同理学部教授
2010年日本水環境学会  関西水環境賞受賞

かつ　や　  あつ   お

６月５日（日）第一回

河原 典史 氏
立命館大学 文学部
准教授

◆講座概要
平安遷都にあたって、京の街は条坊制にならって「碁盤の目」の
道路パターンを採るようになりました。その後、平安京の衰退に
よって町域は「四面町」から「片側町」、やがて「両側町」へと変
化していきます。空閑地には「辻子（図子）」や「突抜」と呼ばれる
路地が生まれます。そして、京を城下町として改造した豊臣秀
吉は、空閑地の有効利用のため、洛中にいくつかの道路を縦断
させます。また、秀吉は防御を目的として寺院を移転させ、「寺
町」が形成されます。その境内は、芸能・娯楽の場として賑わい
を見せます。やがて、明治維新を迎えたとき……。京のみちにつ
いて、古代から近代へとつながる歴史を地理学からアプローチ
してみましょう。

◆略歴
1963年大阪府生まれ
1993年立命館大学大学院文学研究科博士課程地理学専攻
単位取得退学、立命館大学文学部助手・講師・助教授を経て、
2008年より准教授

かわ  はら　 のり ふみ

新京極通ができるまで
～平安京から秀吉の京都改造を経て～

10月30日（日）第九回

琵琶湖疏水  神話の検証

原田 敬一 氏
佛教大学  歴史学部
教授

◆講座概要
琵琶湖疏水は、「京都の再生策のヒット」、「北垣国道
の慧眼」、「若き技術者田辺朔郞の優秀さ」がセットで
語られ、賛美・検証されている。琵琶湖水運の活用は
江戸時代に活発であり、日本海と瀬戸内海を結合す
る構想も古代以来継続して考えられていた。槇村正
直から引き継いだ北垣国道の京都府政は何をどのよ
うに進めようとしたのか。滋賀県の抵抗は無意味だっ
たのか。疏水の技術とは何なのか。現段階までに明ら
かにされていることを整理しながら「疏水神話」を検証
していく。

◆略歴
1948年岡山市生まれ、豊中市に育つ。
大阪大学文学部卒業。大阪大学大学院文学研究
科博士後期課程単位取得退学。博士（文学）。佛教
大学教授。
著書：『日本近代都市史研究』（思文閣出版 1997）、
『国民軍の神話 ̶兵士になるということ』（吉川弘文
館 2001）、『日清・日露戦争』（岩波新書 2007）など。

はら  だ　  けい いち

11月13日（日）第十回

京の地中を流れる水

八木　透 氏
佛教大学  歴史学部
教授

◆講座概要
「水の都」といえば大阪を連想される人が多いだろう
が、実は京都も「水の都」というにふさわしいまちであ
る。なぜなら、京の都の地中には、何と琵琶湖とほぼ
同じ水量の水が眠っていることが、これまでのさまざま
な調査から明らかになってきたからである。しかもその
地下水は、北東から南西の方向へ流れているという
のである。
京のまちの地下深くを、悠久の昔から流れる地下水
脈に思いを馳せ、京の人 と々水との関わりについて、
民俗学の立場から考えてみたいと思う。

◆略歴
京都生まれの京都育ち。生粋の京都人。祇園祭鉾町
で、近世から続く白生地問屋の家筋に生まれる。同志
社大学文学部卒業、佛教大学大学院博士課程満
期退学。博士（文学）。また京都愛宕研究会会長・祇
園祭綾傘鉾保存会理事・世界鬼学会会長などを務
める。主要な編著に、『婚姻と家族の民俗的構造』
（吉川弘文館）・『京都の夏祭りと民俗信仰』（昭和
堂）・『図解雑学・こんなに面白い民俗学』（ナツメ
社）・『京都愛宕山と火伏せの祈り』（昭和堂）・『男と
女の民俗誌』（吉川弘文館）など、多数。

 や   ぎ　     とおる

11月20日（日）実地講座

保津川下り
～船を曳き上げた綱道を辿る～

鵜飼　均 氏
亀岡市教育委員会
社会教育課　主任

◆実地概要
出発点である亀岡から乗船して京都嵐山渡月橋まで
保津渓谷を下る保津川下り。通常ですと一旦乗船す
ると到着地まで下船することはありませんが、今回は
特別に途中で下船し、その昔船を曳き上げた綱道と
呼ばれる道や川下りのために設置した水寄せなどの
場所に立っていただき、また一味違った保津川下りを
体験していただきます。

う   かい　    ひとし

７月３日（日）第五回

都市内公共交通機関
としての市電の役割
井上　学 氏
平安女学院大学
国際観光学部　講師

◆講座概要
京都市の都市内部における公共交通は、1895年
の京都電気鉄道（以下、京電）の開業に始まる。続
いて、1912年に京都市電（以下、市電）が運行開
始された。本講座では、京電と市電の路線建設の
差異をふまえ、市電の一元化と路線網の拡大から
縮小・廃止の過程を概観する。また、1937年の「電
車・自動車交通調査実績」を元に市電の乗降客数
のGIS化を行い、当時の市電の利用状況を時間帯
ごとに明らかにする。これによって、当時の京都市に
おける都市内公共交通機関としての市電の役割を
考察する。また、市電廃止後の京都市内における
公共交通の現状と展望についても言及する。

◆略歴
2007年立命館大学大学院文学研究科博士後期
課程地理学専攻修了　博士（文学）
2008年より現職
専門は経済地理学・交通地理学

いのうえ　    まなぶ

６月26日（日）第四回

異界への道
～旧五条大路を歩く～

五島 邦治 氏
京都造形芸術大学
客員教授

◆講座概要
かつての五条大路は現在の五条通より二筋北の松原通
に該当する。この道をまっすぐ東へ行くと、鴨川を渡り、六
波羅、そして六道辻に至る。この辻を南にとると鳥部野の
葬送地、東へそのまま行くと観音霊場の清水寺に向かう
ことになる。つまり、この道は、此岸と彼岸をつなぐ異界へ
の道であった。そのために、五条橋近辺には、境界にふさ
わしい、不思議な伝説がたくさん生まれた。小野篁や、義
経・弁慶にまつわる話はその代表である。また、清水寺の
参詣路として、そうした伝説の旧跡は途中の見所にもなっ
た。この講座では、実際にこの道に沿って歩くような気持ち
で史跡を紹介し、中世人の異界に対する畏怖と憧憬を味
わいたい。

◆略歴
1952年、京都生まれ。1977年、京都大学文学部哲学科
卒業、1986年、大谷大学文学研究科大学院博士課程
単位取得。歴史学者。京都市歴史資料館、彦根城博物
館、園田学園女子大学教授等を経て、現在、京都造形
芸術大学客員教授・風俗博物館理事等。専門は、京都
を中心とする日本の都市民の歴史。主な著書に『京都　
町共同体成立史の研究』（岩田書院、2004年）、『京都
の歴史がわかる事典』（日本実業出版社、2005年）編著
（共著）、『源氏物語　六條院の生活』（（財）宗教文化
研究所・風俗博物館、1998年）監修、『源氏物語と京都
六條院へ出かけよう』（（財）宗教文化研究所・風俗博
物館、2005年）監修。

 ご   しま　  くに  はる

2011年6月5日（日）～11月13日（日）14時～15時30分
【実地講座は、11月6日（日）13時30分～15時30分、11月20日（日）13時～16時】

開催日時

キャンパスプラザ京都4階  第2講義室
【実地講座は、11月6日（日）疏水歴史めぐり（山科周辺）、11月20日（日）保津川下りを開催】

開催場所

伊從　勉 氏
京都大学大学院
人間・環境学研究科  教授

◆講座概要
歴史の長いまち京都が近代都市へ脱皮するには、既成市街の
狭隘な道路を拡幅し、郊外にも幹線道路網を整備する大業が
必要であった。明治期に２度、大正期に１度、そして戦前昭和期
に１度、幹線循環道路計画による市街改造が試みられてきた。そ
の結果が、今日の京都中心部と周囲山麓部の道路網である。
しかし、それらは歩くための「みち」ではなく、市電や自動車のた
めの道路網であった。交通の道具を中心に計画した時代から、
ヒト中心の持続可能な都市の時代に入り、近代京都の道路と
前近代のみちは、どうみえてくるだろうか。公共の道路敷地のた
めに私有地を提供して立ち退いた多くの人々の記憶をこのまち
は顕彰しているだろうか。

◆略歴
都市・建築学専攻、フランス国立建築大学パリ・ヴィルマン校
ＣＥＡＡ学位（建築理論・歴史）
1949年生
1982年 3月京都大学大学院工学研究科
 博士課程所定単位取得退学
1982年 7月京都大学教養部助教授
1992年10月京都大学大学院人間・環境学研究科助教授
2000年 4月京都大学大学院人間・環境学研究科教授
2009年 6月～ 7月フランス人間科学研究財団客員研究部長

 い   より　    つとむ

６月12日（日）第二回

近代京都の道路と
前近代のみち

６月19日（日）第三回

京の「七口」を考える
～「京都」の範囲と出入り口の変遷～

中村 武生 氏
立命館大学
非常勤講師

◆講座概要
「京都」と聞いて、どのあたりまでを認識されますでしょう
か。平安京・京都は実に1100年もミヤコでした。その間に
多くの変化がありました。都市の範囲も大きくなったり、小
さくなったりしました。それは人それぞれの認識によっても
変わっています。当然、出入り口たる「七口」も同様です。
いろんな時代の、そして人々の「京の七口」をご紹介し、
京都の範囲の色 を々考えてみます。

◆略歴
1967年10月島根県生まれ、大阪府に育つ
1993年 ３月佛教大学大学院文学研究科
 修士課程を修了
著書に『御土居堀ものがたり』、『京都の江戸時代をある
く』、『中村武生とあるく洛中洛外』など。

なか むら　 たけ   お

10月23日（日）第八回

保津川の綱道
～船を曳き上げた道～

鵜飼　均 氏
亀岡市教育委員会
社会教育課  主任

◆講座概要
保津川の水運は、古代から都の木材供給地である丹波山地と
京都を結ぶ重要な木材流通水路として筏が流されていた。京都
への入り口にあたる保津峡は著しい蛇行流路をなしていたため、
慶長11年角倉了以が保津峡の開削を成し遂げ、通船が可能と
なった。
筏流しは、流しっぱなしで良いが、船はそういうわけにはいかな
い。昭和22年ころまでは、川べりにつくられた「綱道」とよばれる道
を、船を下した船頭４人が、麻綱で曳いて上った。船頭たちの労
苦をしのびながら、水の道としての保津川の役割を考える。

◆略歴
佛教大学・京都造形芸術大学非常勤講師
京都愛宕研究会事務局長
地域資源を掘り起こす会代表
『愛宕山と愛宕詣り』編著　
『保津川下りの今昔物語』監修　保津川の世界遺産登録をめ
ざす会発行
『川船　－大堰川の舟運と船大工－』（亀岡市文化資料館第４２
回企画展展示会図録）
『気がつけばなくなりつつある民俗技術養蚕　―カイコと桑と繭
と―』（亀岡市文化資料館第４６回企画展展示会図録）
『諸国をめぐる伊勢大神楽』（亀岡市文化資料館第２５回特別
展展示会図録）
「自治体史編纂事業と民俗文化財」（『民俗文化財　保護行政
の現場から』岩田書院）。

う　かい　　  ひとし

2011年度 京
みやこ

カレッジ  京都力養成コース「京都学講座」 定員

250名
事前申込制

７月３日（日）第五回６月19日（日）第三回

2011年度 京
みやこ

カレッジ  京都力養成コース「京都学講座」

「京のみち  あるき」～道路・鉄路・   水路をたどって～

11月６日（日）実地講座

疏水歴史めぐり
～疏水にかけた期待と疏水の実際～
はら   だ　 けい いち

原田 敬一 氏
佛教大学  歴史学部
教授

◆実地概要
第一次疏水のポイントを実際に歩き、体験する。第一ト
ンネル西口には山県有朋、第二トンネル東口には井上
馨、西口には西郷従道の書が掲げられていることを
確認する。それ以外の場所には三条実美、伊藤博
文、松方正義、北垣国道、田辺朔郞、久邇宮邦彦ら
の書がある。自製した　瓦工場の跡も見学する。


